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※本実践は文部科学省研究開発学校指定の研究活動の一部として、2023年度の実践をまとめたものです。

２．中学部「家庭科」 単元名「服を選ぼう、大事にしよう」

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

２学年 ８時間 １１月～１２月

次 1 2

小
単
元
名

洗濯名人になろう ファッションリーダーになろう

活
動
内
容

・衣類の品質表示を見て、洗濯の方法を調べ
る。
・洗濯の手順を確認する。
・干す時の天気や干す場所などを具体的に考
えながら洗濯をする。

・天気や気温、場面に合わせた服装について
学習し、選択肢から自分で組み合わせを考え
る。

文責：宮林一菜

〈他教科との関連〉

社会科「スーパーマーケットの仕組み～物
流（含外国とのつながり）～かしこい消費者
になろう（お金の使い方、電子マネーなど）」
と関連させて学習を展開する。

３．高等部「家庭科」単元名「消費者の基本的な責任と権利」

（１）単元概要

（２）指導の流れ

学習形態 授業時数 実施時期

３学年 ４時間 １月

次 1 ２ ３

小
単

元
名

いろいろなマークをみつけよう 作る責任・買う責任
（SDGｓ）

責任をもって買い物をし
よう。契約について。

活
動
内
容 ・安全性や品質を保障するマークや、環

境への配慮を保障するマーク、 ゴミ分
別のマークなどを身の回りから探し、そ
の意味を知る。

・商品を作る時や廃棄する
時にどのような環境への影
響があるのかを知る。
・２つの製品を比べ、どちら
の製品を購入したいかを環
境の視点で考える。
・これまでの自分の消費行
動を振り返り、これからの消
費行動を考える。

・いろいろな消費者被害
について知り、気を付け
ることや対応方法を考
える。
・購入方法や支払い方
法の特徴を知る。

文責：長谷川浩子

日常生活における
指導

・係活動として、タブ
レット端末での天気や
気温調べ

家庭科

社会

物流 環境
法律や決まり

数学

金銭
買物学習

職業

金銭のやり取り
工賃
製品作りの工夫

情報

インターネッ
トでの消費

理科

自然環境

１．中学部「家庭科」 単元名「沖縄の衣食住と比べよう」

（１）単元概要

（２）指導の流れ

次 1 2

小
単
元
名

沖縄と東京の気候を知ろう 沖縄の家の特徴を知ろう

活
動
内
容

・昨年１年間の沖縄と東京の平均気温と降水
量をグラフにする。
・グラフを基に、気候の違いに気付く。

・東京と沖縄の家の違いを考える。
・沖縄の風土に根付いた家屋の特徴を、イラス
トを操作しながら気付く。
・その理由について知る。

〈他教科等との関連〉

学習形態 授業時数 実施時期

３学年 ４時間 １０月～１１月

文責：飛田真里

理科
天気の様子と水の行方

・気温の変化をグラフにする。

理科
太陽の光と地面と様子
天気の様子と水の行方

・太陽の光によって気温が上
がって水が蒸発すること。
・日かげより日なたの方が気
温が高いこと。

社会
あたたかい地域の暮らし

・沖縄と東京の年間気温と降
水量を比較する。

家庭
快適な住まい方

・沖縄と比較することで、自分たち東京の住ま
いを考えること

家庭
衣服の着用と手入れ

・洗濯の仕方や気候に合わせ
た衣服の選択。

・旅行中に実際に見て
沖縄の家屋を確認する。

学校行事
沖縄修学旅行


